第27回山形県作業療法学会について
今回の学会は、テーマを「活動と参加を支える作業療法士～今地域ですべきこと～」としました。日本作業療法士協会の第三次作業療法５ヵ年戦略（2018－2022）の中で、「『地域包括ケアシステム』は、従来の高齢者や子ども、身体障害、精神障害、知的障害などの対象者ごとに制度化されてきた各々のサービスを、それぞれの地域実情を前提に一体化するための方策であり、都道府県ならびに市町村が、それぞれの地域が抱えている地域課題に対して、すべての住民を対象に制度横断的な対応体制を整備していくこととなった。」と明記されています。我々は地域での領域を超えた共生を目指し、地域活動、スポーツや芸術活動の支援、様々な活動と参加の場における作業療法士の取り組みや多職種との協働について共有したいと考えております。
本来の予定では、令和2年5月16日（土）、17日（日）に山形国際ホテルで開催を予定しておりましたが、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の終息が見えない状況での学会開催はできないと考え、開催中止とさせて頂くことと致しました。　学会誌のみ作成させて頂き、誌上開催という形をとらせて頂きます事をお詫び申し上げます。
記
【学会テーマ】　：活動と参加を支える作業療法士～今地域ですべきこと～
【内　容】　
①演題発表　　一般演題・事例報告
　②シンポジウム

　　　　◎「村山市での地域福祉活動や介護予防について」

　　　　　藤橋　佳代子　氏　(社会福祉法人村山市社会福祉協議会事務局長補佐兼地域福祉係長)

　　　　◎「村山市での地域福祉活動や介護予防に実際に関わって」

　　　　　小川　真志　氏　(介護老人保健施設ローズむらやま　作業療法士)

　　　　◎「大蔵村の介護予防を通した地域づくりにおける連携」

　　　　　今田　智紀　氏　(大蔵村役場　健康福祉課)

　　　　◎「大蔵村介護予防大会における作業療法士としての取組み」

　　　　　新田　遥　氏(舟和会　障がい者支援施設光生園　作業療法士) 
　　　③一般公開講座
　　　　◎「介護予防から始まる地域づくり」〜からだもこころもお付き合いも健康に〜

　　　　　安本　勝博　氏(岡山県津山市役所　健康増進課　作業療法士)
【体制】

　学会長：久保田　英司

　実行委員長：茂木　篤志

　事務局長：伊藤美佳

　他常任実行委員：11人
【問い合わせ先】
明山会　山形ロイヤル病院　 〒999－3712　東根市大森2－3－6
TEL：0237－43－8080　担当：伊藤美佳
